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   《 10月２２日以降の日本会議兵庫関連団体の主な催物 》              

○１１月２５日(日)三島忌（時間未定,長田神社） 

○１２月 ９日(日)14時；神戸支部総会（15時講演；講師：東郷宏重先生（元海上自衛隊（一佐），
東郷平八郎元帥曾孫），会場：長田神社参集殿） 

○1月14日(月・祝)街頭活動（神戸） 

○ 2月 11日(月・祝)天皇陛下御在位30年をお祝いする県民の集い・建国記念の日を祝う会（神
戸，姫路） 

○7月7日(日)女性の会教育講演会（生田神社） 

○7月15日(月・祝)日本会議兵庫県本部総会 

  未定部分は，決定次第最新号でお知らせいたします。 
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第
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四
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全
國
戰
歿
學
徒
追
悼
祭
齋
行
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全
國
戰
歿
學
徒
を
追
悼
す
る
會 

 

快
晴
の
好
天
に
惠
ま
れ
、
十
月
二
一
日

の
午
前
、
戰
歿
學
徒
記
念
「
若
人
の
廣

場
」
（
南
あ
わ
じ
市
阿
万
大
見
山
）
に
於

い
て
全
國
戰
歿
學
徒
追
悼
祭
が
齋
行
さ
れ

た
。
大
東
亜
戰
爭
で
出
陣
又
は
軍
需
工
場

等
に
動
員
さ
れ
亡
く
な
ら
れ
た
、
二
〇
萬

人
余
の
男
女
學
徒
の
御
靈
を
慰
靈
す
る
た

め
建
立
さ
れ
た
同
廣
場
に
て
、
終
戰
五
〇

年
を
迎
へ
た
平
成
七
年
か
ら
齋
行
さ
れ
今

年
で
二
四
回
目
と
な
る
。
昭
和
一
八
年
一

〇
月
二
一
日
に
東
京
・
明
治
神
宮
外
苑
陸

上
競
技
場
で
出
陣
學
徒
壮
行
會
が
開
催
さ

れ
た
縁
故
に
因
り
開
催
し
て
ゐ
る
。 

阪
神
淡
路
大
震
災
に
よ
る
被
災
な
ど
、

諸
般
の
事
情
に
よ
り
平
成
七
年
よ
り
閉
鎖

さ
れ
て
ゐ
た
「
若
人
の
廣
場
」
は
、
荒
廃

を
極
め
大
変
憂
慮
さ
れ
る
状
況
が
長
く
續

い
た
が
、
南
あ
わ
じ
市
並
び
に
兵
庫
縣
を

始
め
復
興
を
願
ふ
方
々
の
ご
努
力
に
よ

り
、
平
成
二
七
年
三
月
一
五
日
に
都
市
公

園
と
し
て
再
開
さ
れ
た
。 

追
悼
祭
で
は
近
畿
各
地
よ
り
參
加
し
た

靑
年
神
職
が
祭
典
を
奉
仕
し
、
永
田
秀
一

會
長
と
兵
庫
縣
知
事
（
代
理
）
が
追
悼
文

を
奉
讀
し
、
海
上
自
衛
隊
徳
島
教
育
航
空

群
徳
島
航
空
基
地
喇
叭
隊
の
「
悲
し
み
の

譜
」
「
國
の
鎭
め
」
「
水
漬
く
屍
」
三
曲

が
吹
奏
さ
れ
た
。
次
い
で
、
香
淳
皇
后
よ

り
賜
は
っ
た
御
歌
に
よ
る
「
み
た
ま
慰
め

の
二
人
舞
」
を
山
口
縣
・
朝
田
神
社
宮
成

眞
澄
權
禰
宜
と
香
川
ト
モ
コ
さ
ん
が
奉
納

し
た
。
尼
崎
市
・
福
田
寺
槇
尾
亮
順
住
職

他
に
よ
る
般
若
心
經
讀
經
、
キ
リ
ス
ト
の

幕
屋
の
方
々
に
よ
る
讃
美
歌
「
飛
翔
‐
曉

の
翼
」
「
海
行
か
ば
」
奉
唱
な
ど
も
奉
納

さ
れ
た
。 

今
年
は
日
曜
日
の
開
催
日
に
當
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
の
幕
屋
の
方
々
が

學
徒
と
年
齢
を
同
じ
く
す
る
生
徒
た
ち
の

參
列
を
呼
び
か
け
て
、
中
髙
生
約
五
〇
名

の
參
列
が
あ
っ
た
。
教
義
宗
派
を
超
へ
多

く
の
ご
來
賓
の
方
々
を
迎
へ
て
、
總
勢
二

〇
〇
名
の
參
列
の
も
と
嚴
粛
裡
に
齋
行
さ

れ
た
。 

齋
了
後
、
兵
庫
縣
神
社
廳
副
廳
長
の
垣

田
宗
彦
湊
川
神
社
宮
司
と
、
毎
年
祭
典
を

奉
仕
す
る
神
道
靑
年
全
國
協
議
會
を
代
表

し
て
神
道
靑
年
近
畿
地
區
連
絡
協
議
會
の

上
野
潤
副
會
長
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。 

 

式
典
の
後
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ア
ワ
ジ
・

プ
ラ
ザ
淡
路
島
に
會
場
を
移
し
て
總
會
を

開
催
し
た
。
一
二
〇
名
余
が
出
席
し
、
來

年
の
第
二
五
回
追
悼
祭
は
御
代
替
の
奉
祝 



諸
行
事
の
都
合
に
よ
り
、
来
年
の
み
一
〇

月
三
〇
日
（
水
）
に
齋
行
す
る
こ
と
な
ど

を
採
択
し
た
。
そ
の
後
、
淡
路
市
遺
族
會

の
谷
忠
義
會
長
の
發
声
に
よ
る
献
盃
で

は
、
終
戦
七
三
年
を
迎
へ
て
、
「
行
く
末

の
礎
と
な
ら
ん
」
と
散
華
さ
れ
た
學
徒
の

御
靈
を
追
悼
し
、
緊
迫
不
安
定
の
度
を
増

す
東
亜
細
亜
情
勢
下
に
あ
っ
て
我
國
の
行

く
先
を
案
じ
、
さ
ら
な
る
平
和
を
希
求
す

る
こ
と
を
誓
ふ
と
述
べ
、
高
ら
か
に
杯
を

あ
げ
た
。 

今
年
は
中
髙
生
の
姿
も
あ
っ
て
多
く
の
有

志
が
相
集
ひ
、
世
代
を
超
へ
て
哀
悼
の
眞

心
を
捧
げ
た
。
今
後
も
追
悼
の
儀
式
を
継

續
す
る
こ
と
が
今
に
生
か
し
生
か
さ
れ
る

者
た
ち
に
与
へ
ら
れ
た
責
務
で
あ
り
、
永

遠
の
祈
り
の
場
と
す
る
こ
と
を
御
靈
前
に

誓
ひ
午
後
二
時
半
頃
散
會
し
た
。 

《
自
衛
隊
あ
り
が
と
う 

 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
》 

近
畿
女
性
の
会 

一
一
月
三
日
、
好
天
に
恵
ま
れ
な
が
ら
、

近
畿
各
地
よ
り
集
っ
た
三
〇
名
余
の
女
性

達
が
梅
田
に
て
行
い
ま
し
た
。 

「
憲
法
に
自
衛
隊
を
明
記
す
る
こ
と
に
、

賛
成
か
、
反
対
か
」
と
い
う
ボ
ー
ド
を
持

ち
、
道
行
く
人
に
シ
ー
ル
で
回
答
し
て
い

た
だ
く
街
頭
調
査
を
担
当
し
ま
し
た
が
、

設
問
の
意
味
が
わ
か
ら
ず
『
具
体
的
に
ど

う
い
う
こ
と
？
』
と
尋
ね
ら
れ
る
方
が
多

か
っ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。 

中
に
は
「
自
衛
隊
＝
戦
争
」
と
い
う
思
い

込
み
を
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た

が
、
そ
れ
は
違
う
と
周
り
の
女
性
陣
の
細

か
な
説
明
を
受
け
る
と
、
「
そ
れ
な
ら
賛

成
」
と
自
分
で
貼
ら
れ
た
反
対
の
シ
ー
ル

を
剥
が
し
、
賛
成
の
シ
ー
ル
を
貼
り
直
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

長
年
刷
り
込
ま
れ
て
き
た
戦
後
教
育
の
呪

縛
は
重
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
鎖

は
決
し
て
断
て
ぬ
物
で
は
な
い
こ
と
を
実

感
し
た
瞬
間
で
し
た
。 

私
達
の
こ
と
が
見
え
ぬ
様
に
振
る
舞
う
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
傍
を
通
り

な
が
ら
こ
ち
ら
を
じ
ー
っ
と
見
つ
め
る
人

が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。 

そ
し
て
一
度
目
が
合
う
と
ス
ッ
と
そ
ば
に

行
き
、
語
り
か
け
る
女
性
達
。
そ
の
言
葉

に
耳
を
傾
け
る
人
が
多
い
と
思
っ
た
の
は

私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。 

私
達
を
静
か
に
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
男
性

陣
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
け
れ
ば
、
異
な
る

意
見
の
方
々
に
よ
る
妨
害
を
受
け
て
い
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
女
性
な
ら
で
は
の

雰
囲
気
と
明
る
さ
は
、
今
後
の
国
民
投
票

に
向
け
て
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
認
識
を

新
た
に
し
ま
し
た
。 
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